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牛馬は古来より人社会において多様な用途に利用さ
れ，人の生活そのものに深くかかわってきた。古くは
食用というより動力の役割を果たし，土地を養う肥料
を生産し，死後には生活の資材となった。したがって
牛馬は化石燃料を利用する前の社会では特に有用で，
所有価値の高い家畜であった。牧畜文化が育たなかっ
た近世以前の日本では，「ひと自身をふくむ生類のな
かで、いちばんひとに近かったものに労力利用の意図
でひとが飼育する馬や牛があり，やや遠いものに野鳥
獣があり，その中間的な位置に犬があって」（塚本
1998），用畜はいなかった。したがって，日本で人々
がどのように牛馬とかかわってきたかについては，牛
馬を用畜としてかかわってきた人々のそれとは自ずと
異なっていたであろう。筆者が訪れた土地の歴史を展
示する施設では，かつて農民は牛馬を農耕や物資運搬
に使役していたこと，母屋内で世話をして深くかか
わっていたことが紹介されていた。そしてそのかかわ
りの一部分はほんの半世紀余前まで存在していた。こ
のことから，古くから続いてきたこのような人と牛馬
のかかわり方には，今の私たちの動物へのかかわり方
につながっているところがあるのではないだろうか。

今回，研究者の書籍や文献および各自治体が編纂し
た史料等の二次資料をもとに，人々が牛馬に求めた役
割を近世から現代まで追った。その結果，牛馬の役割
が時代でいかに変化していったかをあらためて知ると
ころとなった。日本における人と牛馬のかかわりに関
して地域性は重要な点であるが，本稿では全般的に時
代の経過に伴って認められた役割の変化に焦点をあて
た。

牛馬に求められた役割
戦国時代を経て武士同士の戦がみられなくなった近

世期の日本では，牛馬はもっぱら農耕・運搬・蓄財の
手段の一つであったといえる。役畜としての牛馬の機
能は主に運搬・厩肥・耕耘（森 1953; 一戸町町誌編纂
委員会 1986）の 3 つとされた。稲作に際して実際に
牛馬を利用する期間は年間にわずかで 20 ～ 30 日ほ
どであった（栗原 1962; 宮本 1954）ともいう。中国
山地では使役しない時、牛馬は入会地に放牧されたり
厩肥用に舎飼いされ，高温で虫の多い真夏や冬季厳寒
期にも舎飼いされた（阿哲畜産農業協同組合連合会
1955; 八束村史編纂委員会 1982）。敷地が狭小の山間
部や多雪の地方では母屋内に厩を設けた（小倉 1955;
草野 1961; 鶴藤 1962）。牛馬の農耕への使役には土壌
の質や農具の普及などの影響もあって地域差があった
とされる（農業発達史調査会 1953）。古島（1948）
によれば「畿内・北陸等はきわめて明瞭」にみられ，
福岡や阿波などでもみられた。埼玉では馬耕が認めら
れている（有馬 2001）ものの，湿田の多かった東北
など「一般的に東国には犂耕がな」（古島 1948）かっ
たとされた。しかし「代掻きは犂による耕起の行われ
ない場合でも，牛馬によって行われて」（古島 1948）
おり，そのほか厩肥採取，生産物や農具などの運搬に
も牛馬が使われていた。土地を耕して生産物を得る生
業にとって牛馬は重要な動力であり厩肥源であったと
される。牛馬の飼料は田畠からの生産物や周辺域から
の刈草で，近世にみられた牛馬の飼養は生業と結合し
て自給自足の形をとっていた（森 1953）。

牛馬は田畠からの生産物以外の物資も運搬した。役
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畜である牛馬は農耕よりむしろ，物資運搬での使役の
方が重要であったかもしれない。牛馬に物資を背負わ
せて沿岸部と内陸部を結ぶ運搬業は農間稼ぎとして行
われ，牛馬を引く者は牛方馬方と呼ばれた。物資運搬
の牛馬には道草を食べないように網籠（クツゴ）を口
に装着し，滑らないように藁で編んだ沓を蹄に履かせ
ていた（文化庁文化財保護部 1977）。近代以降の記録
であるが，藁沓は壊れやすく一日のうちに何足も消費
した（野本 2015）という。馬に蹄鉄を履かせるよう
になったのは近代以降である。狭小急峻な国土には隘
路が多かった。そのため車輪のついた車を引く牛馬の
用途は舗装の進んだ畿内を除いて発展しなかった。中
世以降における荘園制の発達で「馬による「馬借」，
牛車による「車借」という運輸業者」が近江，山城，
大和，紀伊などでみられ地域の発展に寄与した（日本
通運 1962）が，これら地域を除いては牛馬車は発展
しなかった（古島 1951）。馬は陸上交通の手段として
宿駅制の伝馬や民営の中馬にも利用された。牛は馬に
比べて歩く速度は遅いが力は強く，馬では通れないよ
うな険しい悪路も対応できたので，山間部や山岳地帯
での物資運搬に使われた（阿部 1956）。運搬が常時に
なると農間稼ぎでなく専業になる者も現れた。一戸町
誌（一戸町町誌編纂委員会 1986）から，牛馬産地で
ある東北の一戸町では特に幕末において，家畜の飼養
は農産物の生産目的だけでなく地域の産物の物流や物
資交換という経済活動，そしてそれに伴う人々の行き
来に強く関連していたと考えられる。

牛馬の所有は中農以上の地主や豪農など裕福な者に
限られていたようである。大牛馬持ちは無畜農家に世
話を含めて牛馬を使役用に貸与した。無畜農家は牛馬
を預かることで稲作に必要な動力と厩肥を得ることが
できた。牛馬持ちと無畜農家の間におけるこのような
貸借は預託慣行とよばれた。この慣行は無畜農家が動
力と厩肥の獲得と引き換えに飼料調達を含む世話を肩
代わりする慣習である。南部藩においては無畜農家に
とって搾取的な性格を持っていたと言われている（森
1953，1993）が，中国地方における近代の牛の預託
慣行に関する調査からは生活保障的な面もあった（板
垣 2015）という。雄個体は去勢されることなく農耕
や運搬に使役され，雌個体は動力として使役されるこ
ともあったが一般には繁殖させて仔畜生産に使われ
た。無畜農家は生まれた仔畜を市で売って，その利益
を牛馬持ちとある割合で分けることができたが，仔畜
を牛馬持ちに引き上げられてしまう場合もあった（森
1953）。牛馬の預託慣行は全国的に多くみられ（森
1953; 松尾 1960; 安藤・香川 1962; 板垣 2015），地域
によっては第二次世界大戦後（以下，戦後）もみられ
た。一戸町史（一戸町町誌編纂委員会 1986）によれ

ば「預託慣行は，かなり古くからおこなわれたらしく
起源はあきらかでない」とするものの，「南部藩では
明和五年（一七六八）「藩時代産馬取締一班」の史料
に見られるといわれる」とあり，すでに近世には成立
していたようである。

使役に馴らされた牛馬は高値で売買できたので，農
家から農家への牛馬の交換は特に育成地域で頻繁にみ
られた（八束村史編纂委員会 1982; 松本 1990; 野本
2015; 大山 2000）。使役しづらい個体や病気個体など
使役に耐えなくなった牛馬も交換されたと考えられ
る。これら牛馬の市における売買や農家における交換
など，牛馬の流通はもっぱら家畜商が担った（八束村
史編纂委員会 1982; 松本 1990）。家畜商の中には多く
の牛馬を保有して無畜農家に預託する者もいた。仔畜
の生産から育成，個体の交換は牛馬持ちや家畜商に
とって現金収入となったので，牛馬は商品価値をもっ
た。幕藩にとっても牛馬は贈答品になり市で売れば収
入になるだけでなく，死後も生活資材となることか
ら，重要な資源であり財源であった。そのため牛馬は
幕藩による厳しい管理下に置かれ（川井村郷土誌編纂
委員会 1962; 森 1993），と殺は厳禁で斃死牛馬は手工
業の職能民に渡すこととされた（原田 1960; 矢富
1965; 四国部落史研究協議会 1992）。近江彦根藩には
牛馬の売買・死亡に関する毛付帳を作成して情報を庄
屋に一元管理するシステムがあり，死牛馬を農家が勝
手に処置することは禁じられていた（横田 1996）。南
部藩でも「死牛馬の取扱についてはきわめて厳重」で
牛馬が死んだときは「その「尾耳」を切り取り代官の
見届」を行うことが決められており，これに従わな
かった場合は処罰された（川井村郷土誌編纂委員会
1962）。しかし斃死牛馬の引渡しは実際には徹底され
ていなかったようである。「長年飼育した，死牛馬の
皮を剥ぐのに，到底忍びないとて，山野に捨てたり，
又は穴に掘り埋め，あるいは田等に遺棄するものが」

（矢富 1965）あったという。以上みてきたように，牛
馬の利用は生業の領域だけでなく，人流や物流にかか
わる運輸，そして家畜商から幕藩までがかかわる経済
の領域にも浸透しており，広い身分層に渡る多様な営
みに複合的に組み込まれていたと考えられる。

近代になっても牛馬は農用に運搬・厩肥・耕耘の 3
機能を求められた。東北では乾田化が進み，近代農法
として馬耕の普及が全国的に図られた。さらに近代で
は牛馬に新たな用途が追加された。富国強兵政策の下
で軍事の役割が加えられ，徴兵された兵士の体格改善
を目的に肉食が奨励されて食用としての利用も加えら
れた。文化面をみると競馬が始まり，武士の特権で
あった乗馬が庶民に解禁された。近代以降に始まった
とされる事物について記した『明治事物起源』によれ
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ば 1871（明治 4）年に庶民に乗馬が許され，明治
「十七年十月，男女を問はず馬に乗ること又流行」（石
井 1944）したという。開国直後の 1869（明治 2）年
には東京横浜間に日本人経営の乗合馬車の営業が始
まった（遠藤 1980）。これは開国直前の横浜につくら
れた外人居留地で外国人が利用していた馬車に倣った
のであるが、当初馬車は外国製で馭者の多くは外国人
であった。当時の運輸機関としては乗合馬車のほか，
牛車，人力車，蒸気機関車（1872（明治 5）年に東京
横浜間で開業），馬車鉄道（1882（明治 15）年に新橋
日本橋間で東京馬車鉄道として開業）が登場してい
る。後には電車（1895（明治 28）年に京都，1902

（明治 35）年に東京で開業）も登場した（山本 1986;
東京都 1988）。東京の乗合馬車は珍しさもあって流行
し，営業者が増えた。やがて営業者の中に「使役に耐
えない老馬や廃馬を安値で仕入れ」（東京都 1988）て
使い捨てする者が現れた。そして，これを非難する新
聞記事が出たことで取締が強化され，時代の景気も手
伝って乗合馬車は衰退していった。東京馬車鉄道は市
民にとってなくてはならない交通手段になっていった
が，利益追求が第一の独占営業で従業員の過酷な労働
環境に支えられていた。やがて馬車による道路の破壊
とその修繕費用の負担、さらには停車場における馬の
糞尿の処理などが問題となって，東京馬車鉄道は東京
市改正計画から排除されていった（東京都 1988）。こ
のように，一時期流行した乗合馬車や馬車鉄道の役割
は鉄道や電車などの輸送機関にとって替わられ，都市
部における馬の利用は減少していった。ただし，地方

では貨物運送に馬の引く荷車が長らく活躍している
（小林 1967; 文化庁文化財保護部 1977）。

ところで，近代以降に加えられた新しい牛馬の用
途，すなわち車の牽引・軍事・乗り物という用途や食
料としての用途は牛馬に体格の大型化を求めた。その
ため，体格の大きな外国種の牛馬が輸入されて利用さ
れただけでなく，在来牛馬とも交雑されて在来牛馬の
大型化が図られた。また十分な食肉や牛乳を供給する
には頭数を増やさねばならず，個別や少数の飼育から
多頭の飼育へと移行していった。

戦後すぐの日本社会は食料増産を急務とし有畜農業
を奨励して，しばらくは肉用の和牛を役畜として利用
した（安藤・香川 1962; 榎 1976）。役畜としての牛馬
の利用は新たに登場したトラクターが使いよくなかっ
た頃まで残った。三重県では 1960（昭和 35）年頃ま
で稲作に「耕耘・整地は牛耕，肥料は硫安・石灰窒
素・過燐酸等の単肥またはその配合とそれによる秋落
の防止のための堆厩肥の施用」（浦城 1989）が行われ
ている。その後，進化したトラクターの登場で牛の用
途は役畜から用畜専門に転じ，化学肥料の登場で排泄
物の厩肥としての役割は失われていった。牛の飼養環
境は，内厩式や小さな畜舎での少数飼育であったのが

「数頭あるいは十数頭飼育する牛舎に変改されて」大
きな畜舎での多頭飼育になり，「肉用牛の飼料として
は，今までの草・藁・ぬかを主とした飼料では飼育で
きず，外国から輸入される濃厚飼料」（川島町史編集
委員会 1982）に頼るようになるなど，変貌を遂げた。

以上述べてきた牛馬の用途の変遷を時代別に表にま

表　近世以降における牛馬の用途の変遷
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とめた。表の左欄の用途項目として農耕・運搬・厩肥
の 3 機能に加えて食用・乗馬を，管理項目として雄
個体の去勢，飼養形態および蹄の保護を，それぞれ挙
げた。時代は近世（明治維新以前）・近代（明治維新
以後）・現代（高度経済成長期以降）の 3 期に区分し
た。各項目のうち資料中に確認されたものには〇をつ
け，他のものに取って代わった場合は何に取って代
わったかを記した。この表から，近世（明治維新以
前）から現代にかけて変化のなかった項目はみあたら
ない。そして，牛馬の用途は現代になって著しく縮小
してしまったことがみてとれよう。

用途に必要な牛馬の特長
人々は利用するために牛馬にどのような質を求めて

きたのだろうか。たとえば，中国地方で作出された蔓
牛の伝承にみえた良牛とは「農家が使用しやすい，あ
るいは役畜としての実益が重視され」た個体で，その
外見的特徴は「その地域における一般的な農家の牛に
対するこのみを反映したもの」（大山 2000）であった。
上坂（1949）は役畜用の和牛の特長について，「和牛
の在り方は本邦の普通の農家が飼って飼ひ易く，且つ
利益のある様に改良が進められてきたもの」で，普通
の「農家が農業を経営してゆく上に必要且つ有利な牛
と言えるであらう」と述べている。馬についても「農
馬の最も重要な能力は適当な力と粗食に耐へ頑健で，
且つ従順な事」（松本 1948）とされており、農家の使
いやすさが優先されていたことがわかる。したがっ
て，日本の在来牛馬にみられた特長は，使役の 3 機
能を求めて使役地で得られる資源や土壌・気候などの
諸条件のもとに取捨選択された結果であったといえよ
う。在来馬の遺伝子解析を行ってきた戸崎（2013）
は「日本在来馬やアジアの馬というのは，どちらかと
いうとそこに土着して，それが地方集団化したという
ような馬ではないか」と述べている。一方、軍事用や
食用には大きな体格の牛馬が必要で，近代に入って勧
農政策に組み込まれた中で在来種との雑種が進められ
た。しかし近代における軍馬政策には利用目的と実状
に溝があったことが，栗原（1962）の「農民の要求
している馬格と，軍馬の必要としている馬格との
ギャップ」があったという指摘から伺える。「雑種牛
は，在来和種と比較して早熟で体も大きく成長した
が，動作が鈍く肢蹄も弱かったため使役には適さな
かった」（八束村史編纂委員会 1982）という。当時牛
馬の放牧地には西洋のような牧草地ではなく作物生産
に向かない「利用価値のない，捨てられた土地」（栗
原 1962）があてがわれていた。国は近代以降牛馬の
食用・軍用としての利用を国策として進めたものの，
畜産物生産や軍用を目的とした牛馬の飼養のあり方に

ついてはほとんど顧みなかったことが伺える。維新後
近代化が推し進められたが農業に牛馬の動力を必要と
した時代であったこともあって，牛馬には個々の役割
に見合った飼養環境が重要であるということには思い
至らなかったと考えられる。

おわりに
以上，近世以降における牛馬の役割に焦点をあてて

その変遷について概略的に述べた。日本における牛馬
とのかかわりは農耕と固く結びついていただけでな
く，物資輸送にかかわっていたことや牛馬自体が商品
価値を持ったことから，農業や流通における経済や経
営の分野とも結びついていた。本稿は役割の側面を取
り上げたが，牛馬の利用は実際には身分層や宗教そし
て食習慣などにも関連しており，時代の影響を受けな
がら多元的であり多面的であった。このことから，人
と牛馬のかかわりについては人の生活に対して全方位
的な視点が求められる。人と牛馬のかかわりは単純に
語ることが難しいテーマである。
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